
開業医などを除く、病院に勤務する医師数で比較しても埼玉県は全国平均
を下回り、全国最低の状況です。最も多い高知県や東京都と比較すると約
２倍の格差があります。

医療提供体制の遅れは、医師数や看護師数だけでなく、病床数でも顕著で
す。一般病床数が全国平均を大きく下回る489床しかなく、全国最低で
す。しかし「東京都内の病院を利用する県民が多い」「深刻とは言い切れ
ない」と説明する方がいます。このままで良いのでしょうか。

「県の面積で比較すれば、全国上位の医師数」と発言する方もいますが、国
の統計では住民の人口で比較した統計が発表されています。埼玉県の医師は
全国平均（220人／人口10万人）を大きく下回っています。その全国平均
医師数でさえ、ＯＥＣＤ諸国平均の300人に遠く及びません。

県内の医師数には２倍以上の地域間格差があります。一番多い医師数の西
部第２医療圏（医科大学がある毛呂山町など）の地域だけが全国平均を超
えている状況です。


